












The Culture and Creation of Children
 －The Japanese life culture which we want to teach









































































































































































尚 絅 学 院 大 学 紀 要 第 57 集
170
Ⅳ．漆（JAPAN）
（１）漆工芸
　日本の漆の歴史は古く、縄文時代の前期まで遡る事ができる。きわめて良質の漆が塗られた
土器や盆などが福井県鳥浜貝塚から発掘されている。時代を重ねる事に漆工芸の技術は高まり、
広まっていった。日本のどこの家庭にも漆塗りの椀や盆、家具など２～３個はあり、日常生活
であたりまえに使われている。そして、浄法寺塗や輪島塗、津軽塗など地域によって独自の漆
塗りがある。
　1867年に開催されたパリ万国博覧会などでも、ヨーロッパに漆が大量に紹介され、世界に
誇れる工芸として認められるようになり、日本趣味をジャポニスムと、そして、日本がジャパ
ンと云われるようになった。日本の文化を誇りと自信をもって子どもたちに伝えるべく、ジャ
ポニスムをもっと詳しく記述してみよう。
（２）ジャポニスム
　日本は鎖国で、外国との交渉を長く断ってきたが、1853年ペリーが率いるアメリカ艦隊は
浦賀に現れ、日本を長い間鎖国から解き放した。翌年、日米和親条約を不本意な内容で締結し、
一挙に外国との国交が再開された。
　日本の版画や漆器、竹製品、陶器、扇子などが西欧と米国の市場に溢れ、1867年のパリ万
国博覧会で漆をはじめ伝統工芸品や仏教や書道、茶道・華道などが展示紹介され大変な反響を
呼んだ。
　19世紀の西欧は帝国主義、覇権主義、植民地主義など侵略戦争が絶えなかったこれまでの
西欧文化に限界と危機感を感じた文化人たちはこれまでの西欧になかった芸術、宗教、生活、
価値観、思想などを求めていた。300年の鎖国をしていた日本の文化に触れた西欧人は東洋的
な神秘性を深く感じ、鮮烈なカルチャーショックを受けた。そして、北斎や広重などの浮世絵
は19世紀後半の写実派、印象派、後期印象派などの画家に大きな影響を与えた。
　1876年米国のフィラデルフィアで開催された万国博覧会に日本政府は厖大な日本の美術工
芸品を持ち込み、禅の思想や茶道など大規模に日本文化を紹介し、米国の芸術家や文化人に大
きな影響を与えた。特に日本の禅僧の書道はアブストラクトアートに取り入れられ、新しい美
術を生み出す原動力になった。
　世界のアートに大きく影響した日本芸術の素晴らしさを子どもに具体的に示し、表現につな
いでいきたい。
Ⅴ．まとめ
　今回は日本伝統文化の意味と和の精神を子どもに伝えていく事がいかに大切かを述べてき
た。日常、何気なく使っている生活用具や特別の日に使ったり飾ったりするものを取り上げ、
縄や箸が日本文化といかに深く関連し合っているかを検証してきた。そして、日本の漆などの
工芸や日本画、書道が世界のアートに影響し、日本の文化が世界に誇れるものである事を確認
した。しかし、検証した事や確認した事を子どもの文化と創造につなぐ表現にまで至らなかっ
た。次回は検証し確認した事にもとづいて、実際に大学で学生に授業展開し、表現された作品
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を点検評価して、日本文化を幅広く、深く掘り下げ、子どもの文化と創造につないでいきたい。
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